
 

学長の業績評価について 

 

  令 和 ５ 年 ９ 月 １ ９ 日 

京都府立医科大学学長選考会議  

 

京都府立医科大学学長業績評価規程に基づき、竹 中 洋 前学長の令和４年度の業

績評価を行いましたので、その結果を公表します。 

 

１ 評価方法 

学長業績評価規程第３条に基づき、①所信表明書等の達成状況、②年度計画 

の実施状況の確認を行った。 

 

２ 評価結果 

所信表明の達成状況、年度計画の実施状況を確認したところ、府内高校との連

携強化や入試制度の改善に取り組み、一貫した教育体制の構築を進めるとともに、

若手研究者育成のための報奨制度や、産学連携による研究体制の強化に尽力する

など、教育・研究分野における成果が特に顕著であり、非常に高く評価できる。 

さらには、附属病院長の専任化により病院ガバナンスを強化するとともに、創

立 150周年記念事業を成功裏に導くなど、卓越した指導力により大学運営・改革

に注力し、京都府立医科大学の学長としてその職責を十分に果たした。所信表明

の達成に向けてその信念を貫き力を尽くした結果、着実に成果を結実させたもの

と高く評価できる。 

（参考）  

○ 評価のスケジュール 

     ６月１３日（火） 評価手順の確認等 

              評価の公表方法について 

     ９月１９日（火） 年度計画の評価状況について 

              評価の確定 

  ○ 学長選考会議委員 

     髙﨑 秀夫 (株式会社京都銀行 相談役） 

邉見 公雄  (公益社団法人全国自治体病院協議会 名誉会長） 

藤井 和男  (京都府公立大学法人 理事・事務総長） 

佐和 貞治 (京都府立医科大学附属病院長） 

     橋本 直哉 (京都府立医科大学 副学長兼 脳神経機能再生外科学 教授） 

     八木田和弘 ( 同 副学長兼 統合生理学 教授 教授） 

 


